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1主 題設定の理 由及 び研究 計画

1主 題設定 の理 由

学校 における教育活動は、校長 の学校経営方針 に基づ き、生徒の実態を踏ま えて指導計画

を立案 し、実践 ・評価 し、計画を修正 しなが らよ りよい教育活動を展開 してい くことが基本

である。 とりわけ教科指導においては、生徒 の学習状況 を常 に評価 し、その成果 と課題 を還

元 しなが ら、次の指導 に生かす ことが重要である。

現在、学校 においては、完全学校週5日 制 の下、教育 内容 を厳選 し、ゆ とりの中で基礎的 ・

基本的内容 を確実に身 に付 け 「生き るカ」 を育成す るとともに、基礎的 ・基本的内容 と 「生

きるカ」を適切に評価す るため に、観 点別の学習状況の評価や 目標に準拠 した評価 ・個人 内

評価 を一層重視す ることが求 め られている。

教科 「保健体育」においては、「心 と体 を一体 として とらえ、健康 ・安全や運動 について の

理解 と運動 の合理的な実践 を通 して、生涯 にわたって計画的に運動 に親 しむ資質や能力 を育

て るとともに、健康の保持増進のた めの実践力の育成 と体力の向上 を図 り、明る く豊かで活

力あ る生活 を営む態度を育てる。」ことを 目標 として、各学校 の状況や生徒 の実態に応 じてそ

れぞれ学習指導が計画 され 実践 ・展開 され てきている。 しか し、生徒の学習状況の評価 につ

いては、基本的な考え方が定着 していない状況 もある。

そのた め、すべての生徒の健康 ・体力や生涯 スポーツの基礎 を培 うとい う大 きなね らいに

則 して、学習状況の評価 に当たって観点別の学習状況評価 と目標に準拠 した評価の原則 に立

ち返 ることが 「生 きる力」 を育成 していく上で、重要 な課題 である。

そこで、本研究部会 では、科 目 「体育」の分野 において、基礎的 ・基本的内容 を確実 に身

に付 け 「生 きるカ」を育成す るために、学習指導計画の工夫 の中で も観点別評価 と 目標 に準

拠 した評価について具 体的 に研究す ることとした。その中で も特に、 目標に対す る学習 の評

価規準 を具体的に明示す る ことが、生徒 の学習意欲 と課題解決能力 をよ り一層高 めるのでは

ないか との仮説 を立て、「評価規準 を示す ことに よ り、学習意欲 と課題解決能力 を高め、生 き

る力 を育てる体育授業の工夫」 とい う研 究主題 を設定 した。

こ うした実践研究の内容や授業の工夫が どの ような影響 と成果 をもた らしているのかにつ

いて は、教師に よる授 業分析 のみな らず、生徒の 自己評価や ア ンケー ト、そ して授業評価 な

ど多角的に検証す ることとした。

ひ とつひ とつはそれ ぞれ大 きな課題 があるが、実際の授 業の取組みを通 して、活力 ある生

徒の活動を導 き出ず ことのできる授業改善 と実践研究 を進めてい くこととす る。

2研 究計画

(1)新 学習指導 要領 の確認 及 び指導 要録改善 に伴 う評 価 ・評定 の基礎 研 究(1学 期)

(2)評 価の視 点 を明確 に した2学 期 の単元計画 の見 直 し(夏 季休業期 間)

(3)事 前指導(ガ イ ダンス)、 研 究授業 の実施 と研 究協議(9月 ～12月)

(4)単 元計画 、授 業 、生徒 ア ンケ ー ト ・授業評 価実施 結果 の考察(11月)

(5)今 後 の学 習指導計画及 び各 学校 にお ける評 価実施 後 の課題 等検討(11月)

(6)研 究報告 書の作成(12月)

(7)研 究発表会及 び各学 校 にお ける研 究成果報 告(3学 期)

2



皿 研究内容

1仮 説の設定

本研究部会が 目指す体育の授業は、どの生徒 も 「各種の運動の合理的な実践 を通 して、運動技能 を

高め運動の楽 しさや喜びを深 く味わ うことができるようにす るとともに、体の調子 を整 え、体力の向

上を図 り、公正、協力、責任などの態度を育て、生涯 を通 じて継続的に運動ができる資質や能力 を育

てる。」 とい う科 目 「体育」の目標を実現できる授業である。

新学習指導要領 においては、基礎 ・基本を重視することはもとよ り、生徒のよさや進歩の状況な ど

を積極的 に評価 し、生徒の可能性 を伸 ばす ことを重視 した 「新 しい学力観」に基づ く教育の在 り方を

求めている。 こうした指導 と評価 は各学校 ・各授業の中に浸透 してきている現状ではあるが、従来 ど

お り知識 ・技能面を測定す る評価が依然 として行われてい る面 もある。

こうした状況の中、平成13年 度 「東京の教育21」 の研 究開発 委員会保健体育部会においては、

「関心 ・意欲 ・態度」「思考 ・判断」 「技能 ・表現」「知識 ・理解」の4観 点をバ ランス よく評価す る

観点別学習状況の評価について研究を行 った。高等学校では平成15年 度から学年進行 で新学習指導

要領 を実施す る。 こ うした時期に、先の研究等を実践に結びつ けてい くことが大切である。

本研究部会 では、科 目 「体育」の 目標を実現する授業を 目指すために、PDSサ イ クル で 「授業改

善」を行い授業の質 を高めてい くとともに、生徒にも、授業を見つ める力や振 り返 る力を求めていき

たい と考えた。

次に、生徒の学習意欲や課題解決能力 を効果的に高めるためには、予め授業計画 を示 し、授業のね

らいやポイン ト、そ して観 点別の評価規準を明示 してい くことが大切であると考 えた。

そ こで、各学校 の状況や生徒の実態に応 じて学習指導計画 を立て、その学習計画に応 じた観点別の

評価規準を設定す ることとした。 このような授業の基本に関わ る研究は、都立高等学校のいずれの課

程においても必要な考 え方である。そのため、本研究部会 の委員が所属す るいずれの学校においても

学習計画 ・評価規準の提示 と学習効果の関わ りにっいて共通に研究を進めることとした。

以上の理 由から、以下の ように仮説を設定 した。

《仮 説 》

学習 目標に対する、評価規準を具体的に明示することで、生徒の学習意欲と課題解決能力

をよ り一層高め ることができる。

2年 間の研究の経過

本研究の一年間の研究経過は次のとおりである。

主

題

の

設

定

⇒

・基礎研究

・先行研究の確認

・意識 ・実態調査か

ら、課題 を把握

・方向性の確認

[⇒

仮

説

の

設

定

⇒

・各校による研究

・指導計画の作成

・実証授業の

分析 ・考察 ⇒

ま

と

め

3



3研 究の視 点

仮説を実証するために、下記の視点を中心に研究を進めた。

(1)異 なる課程 ・異なる運動領域 で実証授業 を実施する

どのような課程 ・運動領域であっても、生徒 と教員の関わ り方は共通である。本研究部会では、研

究部員全員の所属する課程、担 当す る運動領城において、実証授業 を実施す ることとした。

① 課程 全 日制課程 ・定時制課程 ・普通科 ・工業科

② 運動領域 球技(バ スケットボール ・バレーボール)・武道(剣 道 ・柔道)・ 陸上競技(長 距離走)

(2)評 価規準を明示す る

学習 目標 に対する評価規準を事前に明示す ることによ り、生徒 自身が、単元のね らい ・該 当授業の

目標や内容を理解 し、意欲的に参加できるよ うに支援す る。

① 単元計画 において、評価規準を設定する。

② 評価規準の設定では 「意欲 ・関心 ・態度」「思考 ・判断」 「運動の技能」 「知識 ・理解」の4観 点

を具体的に明示す る。

③ 評価規準 は、おおむね満足できる段階を想定 し示す こととした。

(3)生 徒 ・教師の自己評価 ・授業評価を実施する

自己評価表 を記入す ることにより、生徒 自身が授業を振 り返 るのに役立てるとともに、学習参加状

況 を把握す る。

① 生徒による、毎時間の 自己評価 と授業評価を実施す る。

② 生徒による、 自己評価 と授業評価 を参考にして計画の修正 と単元計画の改善に取 り組む。

③ 教師による授業分析を実施す る。(研 究授業)

4研 究の構想 図

(1)授 業の質 を高 め、学習の改善 に生かすPDSサ イ クルの重 要性

学校 の教育活動 では、計画、実践、評価 とい う一連 の活動 が繰 り返 され なが ら、生徒 のよ りよ

い成長 を 目指 した指導を展 開 してい くことが基本 であ る。 自 ら学び、 自ら考 え るカ な どの 「生き

る力」は、 日々の教育活動の積 み重 ね によって生徒 には ぐくまれてい くものであ り、その育成 に

資す るよ う、 日常の指導の中で、評価 が生徒の学習 の改 善に生か され ることが重要である。

生

PLAN
授業計画
評価計画 ・規準

SEE
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(2)研 究の全体構想図

研 究 主 題

「評価規準を示すことにより、学

習意欲と課題解決能力を高め、生

きる力を育てる体育授業の工夫」

評価

現状把握 ・事前調査

撒鍾
繍

騨

鉱
駄
蟄

臓
戴
漉

仮 説

学習目標に対する評価規準を具

体的に明示することで、生徒の学

習意欲と課題解決能力をより一層

高めることができる

磯

指導計画

磯

灘
蝕

単元計画

授業の実施

(実証授業)

事後調査

護譲

実証授業の分析 と考察 護灘 事前 ・事後調査の比較

懇灘

麟 騰 、

灘

騨

5研 究方法

(1)生 徒の事前調査の実施

① 運動、体育授業及び運動種目に対する経験や興味 ・関心の実態調査を実施する。

② 過去の体育授業に対する意識調査を実施する。
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(2)単 元計画の作成

① 各学校の状況 と生徒の事態 に応 じて単元計画を作成す る。

② 授業計画を生徒に説明する。

③ 授業時間 ごとにね らいを説明する。

(3)評 価規準の明示

① 単元計画を作成するとともに評価規準を設定す る。

② 評価規準を生徒 に説明す る。

(4)授 業の実施

① 実証授業 を実施す る。

② 生徒による自己評価 と授業評価 を実施す る。

③ 生徒の評価を参考 として、計画の修正 と単元計画の改善に努める。

(5)単 元終了後 の生徒の意識調査 を実施す る。

① 授業実施後に、体育授業への意識や取組みの変化 を調査す る。

(6)授 業者による授業分析

① 授業者 による、仮説の検証 を行 う。

〈調査対象 〉

都立高等学校6校

全 日制普通科(4校)男 女 全 日制工業科(1校)男 女 定時制普通科(1校)男

事前調査532名 、事後調査479名

〈調査方法〉

事前調査 と事後調査の結果 を、統計学的手法(1%水 準の対応のあるt検 定)を 用いて、そ

の差の有無 を検討 した。

6資 料

(1)自 己評価表(毎 時間終了時に、以下の 自己評価 レポー トを記入 させた。)

体育 学習レポート

OO高 校 年 組 氏名

日付 項 目 評 価
感 想 ・要 望

意見 ・質問等

月

日

互いに協力 して授業に取 り組めた(準 備などを含む) 5 4 3 2 1

一生懸命、授業に取 り組めた 5 4 3 2 1

課題(目 標)を 持って取 り組むことができた 5 4 3 2 1

課題(目 標)を 克服することができた 5 4 3 2 1

自分の実力を発揮することができた 5 4 3 2 1

これ まで よ り種 目への知識 ・理解 が深 まった 5 4 3 2 1

今 日の授業の自己総合評価 5 4 3 2 1
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(2)事 前調査(単 元の第1時 間 目にオ リエンテー ションを実施 し、全体説明を行 った。生徒に、単元

のね らいを理解 させ ると同時に、評価規準を明示 した。また、以下の事前調査 を実施

することによ り、生徒の実態及び意識調査 を行 った。)

体育に関するアンケー ト

年 組 番 氏名

1

2

3

4

5

6

7

8

9

体育の授業は好きですか

運動は好きですか

()は 好きですか

()に 興味はあ りますか

()を 経験 したことがあ りますか

① 授業 ② 授業以外

今まで授業のねらいを理解 して臨んでいましたか

普段 の体育の授業に意欲的に取 り組んでいますか

毎時間ごと、目標 をもって取 り組んでいましたか

i⊥

1

1
↓

-
占

2

2

2

2

3

3

3

3

4

4

4

4

5

5

FO

5

ー
ム
「⊥

1

2

2

2

、

3

3

3

しな

4

4

4

③

5

5

5

体育 の授業で、技 能 ・体 力の向上 を感 じたこ とがあ ります か

54

10体 育の授業は楽 しいですか54

11授 業 の中で、 自ら練習 方法 を工夫 した ことがあ りますか

54

12今 までの授業で、体育 ・運動 に関す る知識 が深 ま った ことがあ ります か

54

321

321

321

321

(3)単 元終了時調査(単 元の最終授業の終了時に、生徒の意識 の変化 を調査するため以下の調査を実

施 した。 あわせて生徒 による授業評価を行った。)

体育に関するアンケー ト

年 組 番 氏名

【一般質 問項目】

1

2

3

4

5

6

7

8

9

()が 好きですか(以 前より好きになりましたか)

()に 対 して興味が深まりましたか

()の 授業でね らいを理解 して臨めましたか

()の 授業は意欲的に取 り組めま したか

毎時間ごと目標を持って取 り組めましたか

()の 授業で技能の向上を感 じられましたか

()の 授業で体力の向上を感 じられましたか

()の 授業は楽 しめましたか

(

10

【授業評 価質問項 目】

11

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

2

2

2

3

3

3

3

3

3

3

3

4

4

4

4

4

4

4

4

5

5

5

5

5

5

5

5

)の 授業の中で自ら練習方法を工夫することができましたか
54

)の 授業でその種 目に関する知識が深まりましたか54

321

321

今回の授業では、皆さんに授業のポイン ト(ね らい、評価をする上での規準)を 最初 に提
示 し、それを理解 してもらった後、授業を進めていく方法をとりました。今回のような授業

の進め方を皆 さんは納得の上で取 り組みましたか

54321

12今 回のような授業の方法(授 業のポイン トを最初に明示する方法)を 行 うことで、皆さん

の授業への取組み方に変化はありま したか。以下の項 目にそれぞれ答えてください。

13

これからの授業も、今回と同様の方法(授 業のポイン トを最初に明示する方法)を す るこ14

とを期待 しますか54321
15感 想、その他(授 業でよかったことや次の授業に生かすための提案があれば、具体的 に記

入 してください)

0積 極的 ・意欲的になった

○ ポイン トを考えながら授業を受けられた

○ 技能が向上した

○ 種目への理解が深まった

授業全体にや りがいを感 じま したか

5

5

5

5

5

4

4

4

4

4

3

3

3

3

3

2

2

2

2

2

1

1

1

1

1
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7実 践報告

(1)A高 等学校 第2学 年男子 種 目 「剣道」

1課 程 全 日制課程普通科

2学 校規模3学 年18学 級

3学 校の現状

グラン ド、体育館 が大変広 く、格技棟 、プール 、

テニスコー ト、アーチェ リー場、多 目的スペースな

ど、体育施設 は充実 してい る。 体育は9単 位実施。

1学 年 で2ク ラス4展 開、2学 年 で2ク ラス3展 開

の習熟度授業を行っている。

4「 保健体育」 における生徒の取組状況 と課題

「運動」や 「体育」が好 きとい う生徒が多い。教

師の指導に対 しても素直で、おおむね意欲的に授業

に取 り組 めている。

5本 単元計画の特徴

授業概要

箇 糠講.霧 羅

y覇鮒　銅」

一 冒 ・i

..ぐ 、 、r

剣道の授業 は、柔道 との必修選択 として1・2学 年の男子 を対象 に通年で週1時 間実施 し

ている。1講 座12～14名 、2学 年約40名 の選択者 のほ とん どは初めて剣道 を学習す る

生徒であ る。毎年2学 年末 に行われ るクラス対抗の剣道大会 を大 きな 目標 としてい る。本単

元では、試合の実施及び審判 を含 めた試合運営を学習す るこ とを中心 とした授業を計画 した。

6評 価方法の工夫

今時の 目標は 「得意技」 の学習であ る。 「思考 ・判断」 の観点 を重視 し、約束練習において

は反復練習の 中で 自分に適 した技 を選択 してい くこ と、互角稽 古 ・一本勝負においては相手 に

応 じた技の工夫をす ることを強調 した。一本勝負 では、生徒同士での有効打突の判断が曖昧 と

なったので、次回以降の課題 とした。

7授 業展開例(概 要)

本時のねらい と展開の工夫
1互 いに協力 して約束練習 ・互角稽古 ・一本勝負を行 う。
2自 分の能力に適 した得意技を身に付 け、互角稽古 ・一本勝負の中で発揮できるよ うにする。

時間 学習内容 ・活動 評価規準と評価方法 配慮事項

導
入

○整列、挨拶、出席確認
0本 時のねらいと学習内容を理解する
0準 備運動・素振 り
0防 具の着用

・本時のね らいを理解す ることが

できたか。
・防具の着装は乱れていないか。

・本時のねらいを

理解させるD

展
開

0基 本打突(面 ・小手面 ・胴)
0約 束練習
・面に対す る応 じ技

・小手に対する応 じ技
・仕掛け技

○互角稽古
○一本勝負
○整理運動

・互い に協力 して練習 してい る

か。
・間合いや体の さばき、相手の隙
を作る工夫ができているか。
・相手の技能に応 じた技や戦略の

工夫ができているか。
・得意技を生か しているか。

(観察法)

・打突の機会 につ

いて説明する。
・連続技や担 ぎ技

など相手を崩す方
法について示範、

助言する。
・有効打突の判断

につ い て助 言す
る。

ま
と
め

○整列
O本 時のまとめ、次回授業の連絡
○挨拶
○記録カー ドの記入

・課題を持って授業に取 り組むこ

とができたか。
・相手 に応 じて力 を発揮で きた

か。(自 己評価)

・工夫の見られた

点にっいて取 り上
げて評価する。

8
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1

2

3

4

名元単5

蝿

剣蹴

2学年男子(剣道選択者)

第2学 期(9月 ～12月)

「褥意技で一本を取ろう」

6学 習計画と評価規準概要

単元の授粟計画(A高等学校)

時
ねらい

評価規準 配慮事項
間

学習活動
運動への麟沁O意 欲O態度 運動についての思考O判断 運動の技能 運動についての知織O理解 評価方法

単 剣道の特性に関心を持 O得意技の学習 ・相手の動きや技に対応した攻 ・自分の能力に適した技を習得 ・得意技を身に付け、相手の技 ・審判の方法、試合の進め方に レ

元 ち、自らの得意技を身 ・丁合の実施及び還営 防や勝敗を競い合う剣道の楽 し、試合で発揮するための工夫 や動きに応じた攻防を展開して ついて理解する
の に付け、礼法に則り安 しさを味わう。 をしている。 試合ができる。 ・課題に合った練習の方渕こつ

評 全に留意して楽しく試 ・礼法を重んじて相手を尊重 いて理解する。

価 合することができるよう し、協力し合って練習や試合を

規
準

にする 。 行う。

1 02学 期の目標を知る O第1回 アンケート記入 ・学習計画、評価規準

晴 O学 習の進め方を知る Oオ リエンテーション を明示する。

間
・自己評価のための個

目 人記録 シー ト。

2 O得 意技を作る①～③ O約 束稽古(仕掛け技・応じ技) ・相手と協力し合って練習する。 ・相手の隙を作る工夫をしてい ・自分の能力に適した得意技を ・有効打突について理解してい ・「思 考 ・判 断」の観 点

2 O互 角稽古 ・自分に適した技を得意技とし
る。 身に付け、互角稽古、一本勝負 る 。 を重視し、得意技習得

4 m本 勝負 て習得しようとしている。 ・相手の動きを予測しようとして の中で発揮できる。 ・約束練習の方法を理解する。 に向けて技の工夫を

時 いる。 ・打突の機会について理解して 促す 。

間 ・相手の技能程度に合わせた いる。

目 技を選んでいる。

0試合をしよう①～③ o鼠 合 ・試合において攻防や勝敗を競 ・相手の技能に応じた戦略の工 ・相手の動きに応じた攻防を展 ・審判の方法・試合の進め方に ・良い試合や課題の残

グ1レー7内り→職 O試 合の運営(審判、時計係、記 うことを楽しんでいる。 夫をしている。 開し、賦合をすることができる。 ついて理解している。 る試合を取り上げて評
5 録係) ・勝敗に対して公正な態度をと ・得意技を生かすための攻撃 ・得意技を生かして試合をする ・試合の礼法、反則行為につい 価、説朗をする。
t

る 。 パターンを工夫している。 ことができる。 て理解している。 ・試合、審判方法につ
7 ・相手を尊重し、礼法に則って ・試合の結果を踏まえて自らの いてマニュアルを作

時 試合を行おうとする。 課題を見つけ、解決のための
・相手の動きに対応して、身に 成、説明。

闘 ・協力して試合の運営にあたっ 工夫をしている。 付けた得意技で一本が取れ ・試 合記 録ノート。

目 ている。 る 。
・審 判として参 加。

O技 能テスト O技 能テスト(仕掛け技・応じ技) ・礼法を重んじて相手を尊重 ・相手の隙を作る工夫をしてい ・相手の動きに対応して、身に

8 し、協力し合って練習を行う。 る 。 付けた得意技で一本が取れ

時 ・相手の動きを予測しようとして
る 。

間 いる。

目
・相手の技能程度に合わせた

技を選んでいる。



(2)B高 等学校 第2学 年男子

1課 程 定時制課程普通科

2学 校規模4学 年16学 級 在籍346名

3学 校 の現状

多様な生徒 を受 け入れ てお り、生徒に応 じた受

種目 「柔道」授業概要

容的な対応が学校の特色 として あげられ る。年齢

層が幅広 く、仕事、アルバイ ト後 に通学す る者 も

多 い。部活動、生徒会活動 も活発 である。

4「 保健体育」にお ける生徒の取組状況 と課題

第2学 年 の体育は2単 位 で木曜 の3・4時 間 目

に実施 している。対象生徒は2学 級男子で計20

名。体育が苦手な生徒 も多いが、場面設定や教師

の支援を工夫す ることで活発 に活動す ることがで

き る生徒たちであ る。

5本 単元計 画の特徴

武道 は9月 か ら11月

灘

,雛

生
鎌

＼

、

暴藩

、 一 ∫ 触"♪ 一 ㍉〔一編 轟 譲

℃マ ニ㌫碍

(計8回16時 間〕に実施 している。 ほ とん どの生徒 は柔道 を初

めて学習す る。そのため乱雑 な行動 、態度は事故 にっながるこ とを十分 に理解 させ 、安全

で公 正な態度 のもと正確な礼法や動作 を身につ けることを重視 してい る。設定時間数 の制

限上、特 に基本的 な投 げ技 と、それ に対応する受 け身にっい て技能の習熟 をね らい、互 い

に正確 に技の応酬ができるよ うにす る。

6評 価方法の工夫

毎時間、活動 内容や到達 目標 を具体的 に示 し、関心 ・意欲 を引き出す よ うな働 きかけを

行 う。 また、時間内に数多 く正確 に活動課題 をこな した者 には比例 して配点を行 うな ど、

評価につなが る技能以外 の観点 を具体的 に示 し、目標や課題 を各 自意識 できるよ うにす る。

7授 業展開(概 要)

本時のねらいと展開の工夫
1柔道着の着付けと帯結びの定着=授 業開始時にチェック
2前 回り受け身の定着と実戦的な発展形への移行:遅 い→速い、分習→全習、など段階的指導
3投 げ技(背 負い投げ、大腰)の 習熟:遅 い→速い、分習→全習、など段階的指導
4自 己評価活動:各 自活動を振り返り自己の課題を明確にして次時に引き継ぐ

O挨 拶、本時の説明

○準備運動
0受 け身(前 、後、左右、前回 り)
○受け身発展(立 前、立後、落差左右、立前

回 り)
0前 回 り受け身
0半 助走前回 り受け身(止 め→立ち上が り)
〇二人組前回 り受け身
○背負い投げ
○大腰(時 間 と習熟度による)

○整理運動
○個人記録表の記入
○座礼、着替え、柔道着整理

○本時のね らいを理解す るこ
とがで きたか(活 動予定表の
確認、活動の観察)
○受け身の正確な形 を意識で
きているか
○前回 り受け身テス ト:正 し
い流れで動けているか、正 し
い形で受 け身を しているか

0投 げ技 はくず しと体勢重視
受け身の形 も重視、安全確認
0本 時の講評にて重要ポイン
トの再確認、次時の評価 のポ
イン トを提示
○たたみ方帯結び確認

○生徒の健康状態
装飾品の確認
0本 時のね らい と
到達 目標を理解 さ
せ る

0評 価の観点をわ
か りやす く伝え自

分で意識できるよ
うにする

○健康状態の確認
○自分の課題を個
人記録表に記入す
る

10



一
ド

1運 勘領域

2種 目

3案 施学年
4実 施期間

5単 元 名

踊

醜

2年生男子

平成14年9月 ・10月・11月

前回り受け身、背負い投げ(大腰)を修得する

単元の授業計画(B高等学校)

6学 習計画と評価規準概要

時
間

ねらい 掌習活動
評価規準 配慮事項

評価方法
運動への関心・意欲 態度 運動についての思考・判断 運動の技能 運動についての知識・理解

単
元
騨
価
規
準

O柔 道の特性を理解
し、正しい裕 去、動作を
身に付ける。
O褐 童技としての投げ
技を一つ身につける。

Q前 回り受け身、背負い投げ(大

腰)を覚えよう。

・受け身、背負い投げを習得
し、相手との動きの中で技を使
い、上手に決めたり技能の向
上に伴う柔道の楽しさと喜びを

味わう。

・基本動作と対人的な技能との

関連を図っている。
・授業に対し、臼己のカ、相手
の動き、体格差をふまえ、評価
規準を意識して取り組む。

・基本動作と新しい披に対して

ゆっくりでも正確に習熟し、習

熟度に合わせて速く力強くできるよう練習する
ことができる。

・相手の動きに応じタイミングよ

く技をかけることができる。

・柔道の特性や基本動作、対人

的な技術のポイント、自分の潔

題を知り練習する方法を学ぶことが
できる。
・柔道の礼法、ルール、安全に

ついて知る。

・活動の観祭、個人記

録表より判断する。

1
2

時
間

Q柔 道の掌習の進め
方の見通しを持ち、理
解する。

Qオ リエンテーション
O礼 法(立礼・正座・座礼l
O受 け身(前後、左右)

・これから学んでいく受け身・投

げ技について知y.興 味を持
つ。

・これから学んでいく内容の中

で、得童技としたい技について
考える。

・礼法について実際に体験し理

解する。

・安全に留意しながら基本とな

る する。

・示範をしつつ興味を

持って取り組めるよう
にする。

3
4

時
間

Q基 奉動作
礼法を覚え基本的な動
作になれる。
O前 後左右の受け身を
体験する。

O基 本動作
(礼法、立ち方座り方、姿勢と組
み方、足さばき)
O受 け身(前後左右)

・基一本動作を体験し正しくできる

か挑戦する。

・基本動作を正確に行うための

ポイントを理解し、自分の動き
の中で工夫、試行錯誤してみ
る。

・基本勤作の流れと.個々の手

順について理解し、自分で調整
しながら動くことができる。

・各動作の名称、手順等を理解

する。

5
6

時
間

O前 回り愛け身を体験
しゆっくりでも正確な動
作を覚える。

o基 本動作
O受 け身(前後左右)
O前 回り受け身

・前回り受け身について、より
正しい動作で行えるよう関心と
意欲を高める。

・基本勤作、削回り受け身をよ

り正確に行えるよう工夫し修
正、改善をする。

・基本動作、前回り受け身の一
連の動作を体験し、反復練習を
通し体で理解する。

'基本動作、前回り受け身の動
作の流れを理解し、どうすれば
正確な動きとなるかポイントを
理解する。

7
8

時
間

Q前 回り受け身の動作
を覚え、より正確に安
全にできるようにする。
O背 負い投げで腰乗せ
までを経験する。

O前 回り受け身
O背 負い投げ導入
腰に乗せるまでを経験

・前回り受け身の発展練習を通

して背負い投げへの関心、意

欲を高める。

・正しい動作、体位をとるため
に、より速く正確に動けるよう工

夫、修正、改善をする。

・反復練習を通し、徐々に速く

正確にできるように段階を追っ
て身に付ける。

・分習法や全習法の練習の成り

立ちについてもふれ、技の流
れの中で現在練習している部
分について理解する。

9
10

時間

Q速 く強く正確に前回り

受け身ができるように
なる。
O背 負い投げの腰乗
せまで正碗;覚 える。

O前 回り受け身
o背 負い投げ
・足さばき
・腰に乗せる
・そのまま落とす
・正確な受け身をとる

・次回の前回り愛け身のテスト

に向け意欲を高める。
・背負い投げの一連の動作に

向け意欲を高める。

・発展練習を通し、留意点を意

識し正確な受け身ができるよう
に工夫、修正、改善をする。
・背負い投げの足さばきがどう

すればうまくいくか学び考xる
。

・背負い投げの足さばき、体璽

移動、相手を腰に乗せるまでを速
く正確にできるようにする。

・技に対しての動作のポイント

を理解し思考判断につなげて
いく。

・力強く、速くなるにつ

れ危険度も上がる旨
を理解させ意識させ
る。

O背 負い投げの技を一
連の流れで行い、受け
取りともに正確にでき
るようにする。

O前 回り受け身テストO背負
い投げ(大腰)

・上手に投げられるか、正しく愛

け身をとれるか協力しながら正

確にできるよう閨心、意欲を高
める。

・これまで掌んだ動作を一連の

流れで経験し.動 作のポイン
ト、コツなどを考え、工夫、修
正、改善を行う。

・足さばき、腰に乗せるまでの
動きを速く正確にできるよう反
復練習にて身に付ける。

・一連の動作のポイント、動き
のコツなどを理解し、正確に安

全にできるよう意識する。

・前回り受け身アスト

は今回は速さ強さより
も正確性、意欲をより
璽視する。

13

14

時

間

15

16

時

間

Q腰 技(背負い、大腰)
と受け身を互いの動き
の中で正確にできるよ
うにする。

O前 回り受け身テスト(2回口)
O背 負い投げ(大腰)テスト

・これまで字んできたことをテス

トでも出せるよう集中して取り

組む。

・事前の練習でどうすればスム
ーズに技がかかるか考え工

夫、修正、改髄 するa

・動きの中で受け、取りともに無

理な体勢は作らず、技に入った

ら協力しあってきれいな形の技と受
け身になるようにする。

・試合形式を通し挨拶、礼儀に

ついて学び理解する。

・観点別に3段 階で評

価する。

0ま どめとして腰技(背

負い、大腰)と受け身を
互いの動きの中で正確
にできるようにする。

Q前 回りAけ 身テスト(3回口)

O背 負い投げ(大腰)テスト(2回
目)

・これまで掌んできたことと前

回のテストの反省を生かし集中
して取り組む。

周揃 の練習で、どうすればス
ムーズに技がかかるか前回の
反省を生かし、さらに工夫、修
正、改醤をする。

'削回のテストの経躾を生か

し、技に入ったら協力しあって
きれいな形の技と受け身にな
るようにする。

・試合形式を通し挨拶、礼儀に
ついて学び理解するとともに自

ら実践する。

・観点別に3段 隅で評

価する。



(3)C高 等学校

1

2

3

第2学 年 男子

課程 全 日制普通科

学校規模3学 年18学 級

学校の現状

落 ち着いた雰囲気で、クラブ活動 が盛 んであ る。生

種 目 「バスケ ッ トボール 」授 業概要

徒 は授業や学校行事に対 し積極的 に参加 し主体的 に

行動す る。

4「 保健体育」 における生徒の取組状況 と課題

生徒 の授業に取 り組む姿勢は積極 的で、主体的に行

動できる。授業態度 も良好で、課題 に対 して もま じめ

に取 り組む。比較的運動能 力 もあ り、到達度や運動欲

求 も高い。

5本 単元計画の特徴

(1)生 徒は中学校にお いてバ スケ ッ トボールの授業 を経験 してきているが、今回は 「シュ

ー トを打つ」をメインテーマ と し
、多 くのシュー トを打つ ことでバスケ ッ トボール への

興味や関心 を高めるこ とを重視 した計画 を立てた。

(2)チ ー ムごとに ミーテ ィングを行 うこ とで、それぞれが 目標 を立てた り、戦術 を考えた

りす るよ うに して、よ り活発 なゲー ムを展 開す ることを 目指 した計画 を立てた。

6評 価方法 の工夫

(1)評 価規準を事前に示す こ とによ り、生徒の学習意欲や課題解決能力 を引きだす。

(2)「 個入記録 カー ド」 を点検す ることによ り生徒の現状 を把握 し、次の指導に生かす。

7授 業展開例(概 要)

本時のねらいと展開の工夫
1バ ス ケ ッ トボール のゲー ムを行 う中で 、 自分のチ ームや個 々の 課題 を見つ ける。

2そ れぞれの課題に対処する方法を工夫 し、積極的に楽 しくゲームを進行 させる。
3評 価規準を示すことで、生徒の積極的な態度を引きだす。

時間 学習内容 ・活動 評価規準と評価方法 配慮事項
0出 席点呼 ○チ ームでの戦 術 を工夫 し、バ スケ ッ ・用具や場の安

○準備運動を行 う。 トボール への興 味 ・関心 をさ らに深 全 を確 認 す
導 ○本時の説明を行 う。 めてい るか。 る 。

入 ○説明を聞いた うえで、チームごとに ・各チー ムを巡

本時の 目標 、ね らいを考 え させ る。 回 し様子 を把
握す る。

○チーム別練習 ○チームでの戦術を工夫 し、いかに多 ・安全 に配慮 し

各チー ムで考 えた練習 をゴールを くの得点を上げ られ るか考えて い てい るか気を
使 い行 う。 る か 。 配 る。
Oゲ ー ム ○お互いに協力することにより、勝敗 ・公正に審判が

①各 コー トクラス別 に3試 合行 う。 を競い合 う喜びや楽 しさを深 める。 行われて いる

展
開

②試合時間は7-8分 で行 う。
③各チームは2試 合行 う。
④試合をしていないチームが審判 、

○他のチームの試合を見 ることによ
り自分のチームの戦略の参考 とし
ているか。

か確認する。

得点 、タイマー をす る。 ○お互いに協力 しあい興味 を持って
結果は記録用紙に記入す る。 ゲー ム を楽 しんで い るか。

Oル ールを良く理解 し、公正にゲーム
が行われ、安全に配慮 しているか。
0公 正に審判が行われているか。

○整理運動を行 う。 0自 分たちが最 初に考 えたチームに ・各チー ム を巡

0ボ ールなどの用具を片づける。 近づいているか判断 させ る。 回 しどの よ う
ま 0班 別で本時間の反省を行い、次回へ な反省 が され
と の課題を明確にする。 ているか観察
め 0個 人カー ドを記入 し、本時間を振 り す る。

返 る。

○次回の説明を行 う。
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1

2

3

4

5

職
バスケットボール

第2学 年男子

平成14年9月`^12月
バスケットボール発展編「シュートを打とう」

単元の授業計画(c高等学校)

6学 習計画と評価規準概要

時 評価規準 配慮事項

間
ねらい 学習活動

運動への脚b・意欲・態度 運動についての思考・判断 運動の技能 運動についての知識・理解 評価方法
生 徒が1シ ュー ト」を多く バスケットボール発展編 ・ルールや作戦に応じて勝敗を競い ・個々の技能の程度を的確に ・今の技能を発揮してゲームを行 ・バスケットホールの特性や孚習

打つことにより、パスケ 「シュートを打とう」をこの 合う楽しさや喜びを味わおうとする。 把握し、それに応じた作戦を うことができる。 の進め方、集団的、個人的な技

単 ットボールに対しての 授業の副題とし、とにかく ・チームおける自己の役割を自覚し 立てている。 ・チームや個々の能力に応じた課 術の構造や練習方法を組立方を
元 興味関心を高め、積極 授業中に多くボールを触 て、その貴任を果たし、協力して練 ・ゲームや練習を通してチー 題の練習やゲームを通して集団 理解している。
の 的に授業へ参加するよ り、シュー トを打 つ ことを 習やゲームができるようにする。 ムや個々の課題を明らかに 的・個人的技能を高めることがで ・競技の運営やルール審判法を理

評 うになることを目標とす 目指した。そのため、い ・勝敗に対して公正な態度がとれるよ し、その課題の解決方法を工 きる。 解している。
価 る。また 、各チ ーム ごと かにすれば自分のシュー うにする。 夫し、練習や作戦を立ててい
規 で戦略を考え、よりバ トが完成でき、またどうす ・施設・設備の安全や用具を管理し、 る 。
準 スケットボールを考え、 ればシュートが試合中に 危険なプレーをしないで練習、ゲー
理解さすることも目標と 打てるのかをチームで検 ムをするなど健康・安全に留意す
する。 討させた。 る 。

O単 元 目標・単元特性 Oオ リエンテーション ・バスケットボールに興昧・関心を持 ・個 人・チー ムとしてどの ような ・基本的なルールを理解する。 ・チー ム ごとの ミーテ

7 を理解させる。 Oチ ーム分け ち進んで学ぼうとする。 バスケットボールを展開する ・基本的な動きを理解する。 イングの観察。
時 O学 習の見通しを立て Oチ ームごとのミーティン か考える。 ・アンケートにより今後の授業の ・チームごとの提出書

間 させる。 グ 展開を理解する。 類にて評価。
目 Oボ ール慣れ(シ ュート

練習)
Oシ ュートを打つことを O基 本練習(チーム別) ・シュー トを 多く打 つ ことで運動 へ の ・どのようなシュートが艮いシ ・自分で考えたシュートを異際に試 ・シュー トを打 つときの姿勢や 、ボ ・シュートを工夫 し、積

意識させる。 O簡 易ゲーム1(30n2) 関心・意欲を高める。 ユートで確率が良いか考え してみる0 一ルの扱い方が理解できてい 極的に打てている
2 O動 きの中でシュート O箇 易ゲー ム2(30n3) る 。

・30n2や30n3を 楽 しむ 中でシュ
る 。 か観察する。

時 を打つ意識を持たせ ・どのようにしてシュートを決 一トが打てたり、パスが出せたり ・ボールの置き場に

間 る 。 めるのか考える。 してい る。 配慮する。

目 Oハ ー フコー トでシ ュ
・個人 シー トにて個 々

一トを打つ場面を作ら の状況を把握。
せる。

O各 チームで作戦を考 O基 本練習(チーム別) ・オー ルコー トでの バスケ ットボー ル ・自分のチームの攻撃方法と ・興 味 をもって40n4を 楽 しむ 甲 ・ルールを理解し公正にゲームを ・1法 に配慮す る。
3
時
え、工夫させるD O簡 易ゲーム2(30n3) の展開を考えることにより運動への 防御方法を考える。 で 、チー ム としてシュー トまで行 進めているD ・身体接触がないよう

間 Oオ ールコートでの展 O簡 易ゲーム3(40n4) 関心・意欲を高める。 けている。 に呼び掛ける。

目
開を理解させる。

Oリ ーグ戦を行い、練 Oゲ ー ム(50n5) ・チームでの戦略を工夫し、バスケッ ・チー ムで戦 術を工 夫し、いか ・練習の成果を生かし、チームとし ・ル ールを艮く理 解し、公正 にゲー ・各チー ムが どのよう

習の成果を確認し、今 トポールへの興味・関心をさらに深 に多くの得点を上げられるか てシュートまでプレーを行えてい ムが行われ、安全に配慮してい な軌略を考えている
4 後の課題とそれに対す める。 考える。 る 。 るD か 、観察する。
M る対策を考えさせる。 ・お互いに協力することにより、勝敗 ・自分たちが最初に考えたチ ・公正に審判が行われている。 ・ゲー ム を通 し、ル ー

6 を競い合う喜びや楽しさを深める。 一ムに近づいているか判断さ ルへの理解、積極

時 せ る。 性を客観的に判定
間 ・他のチームの試合を見ること す る。

目 により、それを参考として自 ・安全に配慮する。
のチームの戦略を考えてい

る 。

7 O練 習の成果の確認。 Oス キルテスト ・今までの練習の成果を存分に発揮 ・今回までの技能が身に付いてい ・スキルテストにより

時 O種 目への理解の確 している。 る。 個々の到達点を評
問
目
訊 価する。

8 O単 元の到達度を確認 Oトーナメント戦 'この単元を振り返ってみて自分の意 ・戦略を工夫している。 ・ルー ルを理解 している。 ・安全に配慮す る。

時
間
目

す る。 Oま とめ、アンケート 欲・態度を再確認する。
・今までの成果をお互いに試しあう。

・アンケートにより授

業評価を行う。



(4)D高 等学校

1課 程

2学 校規模

3学 校の現状

落 ち着いた学校生活を送 る ことので きる学校 で

あ る。生徒 は、行事 に意欲 的で、文化祭 ・体育大

会 ・合唱祭 ・球技大会 に対す る意気込みは、並々

ならぬものがある。その一方で、部活動加入率は

やや低迷 してい る。

4「 保健体育」にお ける生徒の取組状況 と課題

体育の授業における運動欲求は非常に高い。高

い到達 目標 を設定す る ことには難 しさがあるが、

教師が設定 した 目標に対 して取 り組む姿勢は高 く

評価で きる。

5本 単元計画の特徴

本校では、

第1学 年 女子 種 目 「バ レー ボー ル」 授 業概 要

全 日制課程普通科

3学 年18学 級

1学 年 ・2学 年 にお いてバ レーボール の単元 を設定 している。 また、3学 年

では、種 目i択 制授業において、バ レーボール を設 定 してい る。2学 年ではゲームを中心

とした授業展開を計画 している。1学 年 においては、バ レー ボールの動機 付け と基礎 的練

習 を指導の中心 と捉 えてい る。

6評 価方法の工夫

今回は、 「3段攻撃」 と、 「単元計画全体の事前提示」 を 中心 とした。3段 攻撃 の導入 と

して、あま りな じみのないイ ンデ ィアカを使用す るこ とに よ り、生徒の興味 ・関心 を引き

出す事をね らい とした。 また、全体計画 と評価 の規準 を提示 する ことで、生徒個人個人の

練習 に向ける意欲 を引き出す ことを目標 とした。

7授 業展開例(概 要)

本時のねらいと展開の工夫
13段 攻撃のリズムをっかむ
2イ ンディアカを使用 しての ミニゲーム
3バ レーボール を使用 しての ミニ ゲーム

時間 学習内容 ・活動 評価規準と評価方法 配慮事項
本時の説明 本時のね らいを理解 している

導 2人 組のパス練習(バ レーボール使用) か
入

0基 礎練習(バ レーボール使用) ○イ ンデ ィアカの扱い方につ 3段 攻撃の リズム

○インデ ィアカでのパス練習 いての工夫があるか。 をつかむ為の、生

0イ ン デ ィアカで の ミニ ゲー ム 03段 攻撃をする為の リズム 徒間の意思疎通を

展 (バ ド ミン トン コー ト使用) を つか んで いるか。 はか る。

開 ○バ レーボール での ミニ ゲー ム (イ ンデ イア カ ・バ レーボ

(バ ドミン トン コー ト使 用)
一ル共通)

学習 レポー トの記入 短時間で効率的に記入 してい 3段 攻 撃 に つ い
ま る か 。 て、見られた工夫
と に つ い て評 価 す
め る 。
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単元の授業計画(D高等学校)

1運 動領域

2種 目

3突 施学年

4実 施期間

5単 元 名

曝

バレーボール

1年女子

平成14年9月 ～11月

「バレ≒ボール」

6学 習計画と評価規準概要

時 評価規準 配慮事項

間
ねらい 学習活動

運動への関心・意欲 態度 運動についての思考・判断 運動の技能 運動についての知識・理解 評価方法

3段 攻撃のリズムをつ バレーボール ・ルールや作戦に応じて勝敗を ・個々の技能の程度を的確に ・3段攻撃をするために必要な ・バレーボールの特性や学習

かむ 「めざせ3段 攻撃」 競い合う楽しさや喜びを味わ 把握し、それに応じた作戦を 個人の技術を習得する。 の進め方、必要な技術・戦術

単 おうとする。 立 てる。 について理解する。

元
噛 ・チームにおける自己の役割を ・3段攻撃をするための課題を ・競技の運営やルール・審判法

の 自覚して、協力して練習やゲ 明らかにし、その課題の解決 を理解する。

評 一ムができるようにする
。 方法を工夫する。

価 ・勝敗に対して公正な態度がと

規 れるようにする。

準 ・設備・用具を管理し、危険なプ

レーをしないで練習・ゲーム

に参加する。

i 単元計画を理解し、種 rt一 ルに慣れろ」 ・これから学んでいくバレーボ ・単元計画について全

時 目に対ナる興味をもつ Oオ リヱンテーション 一ルの単元のねらいについ 員の理解を確認す

間 O手 一ム分け て理解 し、興 味をもつ 。 る。

目 Oボ ール慣れ(基本練習)

バレーボールの導入と 「パスをつないでインディアカ」 ・インディアカで3段攻撃を工夫 ・インディアカの3段 攻撃をする ・ミニゲーム の 中で、トスを上げ ・インヂィアカの特性について
・インデイィアカの扱い

2

時
して、インディアカを楽 Oパ ス練習 し、運動への意欲・関心を高 為に、パスのまわし方・トス たりアタックができている。 理解する。 方について助言す

しむ Oイ ンディアカのゲーム め る。 のあげ方などで工夫してみ る。
間

Oミ ニゲーム(バレーボール) る。
・ミニゲームにおける

目
ねらいを徹底する。

インディアカとバレーボ 「何が何でも3段攻撃」 ・簡易ルールの中で、作戦を立 ・インディアカを使って、トスを ・トスの感覚をつかむ。 ・箇易ルールを理解し、効率的 ・簡易ルールを徹底

3 一ルを併用しながら、3 Oパ ス練習 てることにより、勝敗を競う楽し あげる工夫をする。 ・ポールの回し方を工夫して3 なゲーム運びができている。 し、ゲームへの興味
時 段攻撃のりズムを身に Oイ ンディアカのゲーム さを味わう。 ・バ レーボ ール を使って 、トスを 段攻撃につなげている。 を持たせる。
間 つける Oバ レーボールのゲーム あげる工夫をする。
目 (簡易ルール)

4 Oス キルテスト
「ねらえ、高得点」 ・ゲームの進め方を理解する。 ・通常ルールのゲームを実施 ・ゲームにおいて3段 攻撃を実 ・ゲームの基本的ルールと、進 ・スキルテストの進行

時 0通 常ルールのゲー Oス キルテスト する。その中で、3段攻撃を 践し、より高度な試合をめざ め方を理解する。 と同時に、ゲーム運

間
ムを実施し,3段攻撃 Oバ レーボールのゲーム する為の工夫をする。 す 。 営について理解さ

目
のリズムをつかむ せる。

5 O協 力しながら、リー 「楽 しくリー グ .1 ・審判・運営を協力して、リーグ
・チームで戦術を工夫し、勝つ ・今までに習得した技術を使っ

・ゲーム参加の積極性

● グ戦を遼営する Oゲ ーム 戦を実億する。 ための努力をする。 てゲームに取り組んでいる。 について辞価する。
6 O勝 敗を楽しむ ・ルールの理解にっい

時
間
目

て観察する。



(5)

1

科

2学 校規模 機械科3学 級 、建築科6学 級 、

都市工学科6学 級(合 計15学 級)

3学 校の現状 建設系の工業科 が中心の工業高校

で、部活動や 生徒会活動 な ど活発 に行 ってい る。

4「 保健体育」にお ける生徒 の取組状況 と課題

体 育の時間数 は少 な い ものの生徒 の運動欲 求

は高 く見学 も少 ない。 しか し、女子が少ないため

(1ク ラス1～3名)、 女子 に とって は十分な活

動 ができない。

5本 単元計画 の特徴

E高 等学校 第1学 年男女 種 目 「長距離走」授業概要

課程 全目制課程 機械科 ・建築科 ・都市工学

繋　　　舞
.
漉
岨

馬

篇

甲。蝋

.
履毒
叢

:
卜
警

お隆

本校では11月 にマ ラソン大会(8000m)を 実施す るため、それに向けて10月 から 「長

距離走」を行 っている。生徒の約3分 の2は 中学校 で学校行事 としてのマ ラソン大会 を経

験 してお らず、経験 した生徒 もその距離は4000～6000mで ある。授業では1500m走 か ら

始 めて3000m走 を中心 に練習 し、最長6000m走 を行 う。

6評 価方法の工夫

評価規準を具体的に生徒に示す こ とにより走行タイ ムのみ で評価 していないことを理解

させ る。また、個人記録表の記入 によ り生徒 自身に授業へ の取 り組み方 について 自己評価

をさせ、授業への参加態度及 び意欲 を確認 させた。 これ らの ことにより自分 を振 り返 った

り、授業を評価 した りす ることに興味 を持たせた。

7授 業展開例(概 要)

本時のねらいと展開の工夫
1長 距離走の能力を向上させ る。
2競 走 したりして記録を向上 させ る。
3自 己の能力に応 じて目標や課題 を設定 して走る。

時間 学習内容 ・活動 評価規準と評価方法 配慮事項
0準 備運動を行 う。 本時の狙いを理解す る ことが でき 生徒の健康状態を

導
入

0本 時 の説明 をす る。

○ ウォー ミングア ップ を行 う。

たか。(個 人記録表 ・活動の観察) 確認する。
本時のね らいを理

解させる。

03000m走 0競 走 した りして記録 を向上 させ ○目標や課題に応
①2人 組を作る。 よ うとした か。 じてペース配分 を
② 目標や課題 を設定する。 02人 組で協力 して公 正な態度で 指示す る。

展
開

01組 目スター ト(2人 組 の うち遅い

ほ うか ら走 る)

02組 目スター ト

取 り組んだか。
○能力に応 じて 目標 を設定 し達成
できたか。

0生 徒の走ってい
る状態に応 じて励
ま し ・注意(言 葉

○パー トナーの記録表を記入す る。 ○他の生徒 よ り速 く走 ることがで か け)を 行 う。

きたか。 0生 徒の身体の変
(個人記録表及び活動の観察) 化を観察する。

O整 理運動を行 う。 ○長距離走への知識 ・理解が深まっ ○走行時の状態を
ま O個 人記録表の記入を行 う。 たか。(個 人記録表) 説 明す る。
と ○本時のまとめと次時の連絡を行 う。 ○他のクラスの状
め 態を説明する。
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単元の授業計画(E高等学校)

鶯
鷲

1

2

3

4

5

陸上競技

職

第1学年

平成14年10月 ・11月

マラソン大会へ向けて

6学 習酬画と評価規準概要

時 ねらい 騰 配慮事項

間
学習活動

運動への関心・意欲・態度 運動についての思考・判断 運勤の技能 運動についての知識・理解 評価方法

単 自己の能力に応じて、 マラソン大会へ向けて3000m 長距離走の特性に興味・開i>を 自己の能力に応じた目標記録 長距離走の特性に応じた技能 長距離走の特性や学習の進め 活動の観察及び個人
元 長距離走を走る能力を 走を中心に1500m走 ・6000m 持 つ。 や課題を設定し、効果的な練習 で練習や競技することができ 方、練習や競技の仕方を知って 記録表より生徒の授
の 向上させ、マラソン大会 走を行う 互いに協力し、励ましあいなが の仕方や競技の仕方を工夫す る 。 いる。 薬参加態度を判断す
解 へ向けての自信をつけ ら練習や競技を行おうとする。 ることができる。 自己の能力に適した走り方を身 長距離走のルールやマナーを る 。

価 る 公正な態度で練習を行い体調 に付けその技能を高め競技し 知っている。
規 や服装など健康・安全に留意し たり観録を高めたりすることが

準 ようとする。 できる。

1 O単 元の目標を知る Oオ リエンテーション ・長距離走の特性に興味・関心 長距離走の走り方を理解する。 プリントを配布して生

時 O長距離走の特性を知 020分 間走 を持 つ。 徒へ学習計画と評価
問 る 規準を周知させる。
目 O授 業の進め方を知る
2 0自 己の長距離走の 01500mタ イムトライアル ・自己の能力を最実限に発揮す ・自己の能力に応じて走る。 2人組によるペース配
時
間 能力を理解する る 。 分の読み上げを行う。

目 個人記録衷を記録さ

3 O長 距離走を行う 03000m走 ・お互いに協力し励ましあい公 ・自己の能力に応じて課題を設 ・設定した課題を克服するよう ・体調の整え方、能力に応じた せることにより、走行

時 正な態度で練習に取り組み、安 定する。 に練習する。 練習方法を理解する。 タイムの確認と学習参

間 全に留意する。 加の態度を自己評価
目 させ る。

4 O長 距離走を行う 03000m走 ・お互いに協力し励ましあい公 ・自己の能力に応じて課題を設 ・設定した課題を克服するよう ・体調の整え方、能力に応じた 走行中に声をかけるこ
時
間

正な態度で練習に取り組み、安 定する。 に練習する。 練習方法を理解する。 とによ り、ペー ス配 分

目 全に留童する。 を知らせると共に、授

5 O長 距離走の能力を向 03∞Omタ イムトライアル
・競走したりして記録を向上さ ・自己の能力に応じて目標記録 ・設定した目標紀録を達成でき ・設定した目標記録を達成でき 業への参加態度を客

時 上させる せる喜びを味わい、公正な態 を設定する。 るように繰習する。 るような練習方法を理解する。 観的に理解させる。

間 度で練習に取り絹み安全に留 ・長距離走のルールやマナー

目
意する。 を知っている。

6 O長 距離走の能力を向 03000mタ イムトライアル ・競走したりして記録を向上さ ・自己の能力に応じて目標記録 ・設定した目標記録を達成でき ・設定した目標記録を達成でき

時 上させる せる喜びを味わい、公正な態 を設定する。 るように練習する。 るような練習方法を理解する。

間 度で練習に取り組み安全に留 ・長距離走のルールやマナー

目 意する。 を知っている。

7 Oマ ラソン大会へ向け 06000mタ イムトライアル
・自己の能力を最大限に発揮す ・自己の能力に応じてマラソン ・自己の能力に応じて長い距離 ペース配分の指示を

時 て自信をつける る 。 大会を意識して課題及び目標 を走る。 行う。

間 O自 己の限界に挑戦 記録を設定する。
目 する

8 O前 回の記録を破る 01500mタ イムトライアル ・自己の能力を最大限に発揮 ・自己の能力に応じて走る
。 前回の記録を意識さ

時 し、前回の記録を向上させよう せ る。

問目 とす る。



(6)F高 等学校 第1学 年男子 種 目 「柔道 」 授 業概要

1課 程 全 日制課程普通科

2学 校規模3学 年24学 級

3学 校の現状

明るく、活気 があ り、生徒は全体 としてのびのび

としている。部活動が盛んで文化部、運動部 ともに

各種大会で好成績 を残 して いる。行事な ども生徒が

積極的に取 り組 み、非常に盛んで ある。

4「 保健体育」にお ける生徒の取組状況 と課題

平成12年 度 か ら3学 年 において種 目選択 を行 っ

ている。1・2年 次には男子 は柔道 ・剣道 の選択 、

女子 はダンスを行 ってい る。授業では、生徒 は積極

的に活動 し、授業態度 も良好で ある。 また、運動欲

求が高いので、主体的な活動が期待で きる。

本単元計画の特徴

幅灘
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(1)柔 道 の投げ技 の習得 を 目標 として、攻防 ともに安全に配慮 し、積極的 に行 う。

(2)柔 道 の伝統的 な稽 古方法 を経験す る ことで、柔道の持 つ伝統的な部分 を体験す る。

(3)柔 道 の基本理念であ る 「精力善用」、 「自他共栄」 を理解す る。

6評 価方法の工夫

(1)評 価規準 を第1回 目の授業 に提示 し、指導の観 点を周知す る。

(2)自 己評価カー ドを用いるこ とによって、次回の授業 にフィー ドバ ックす る。

7授 業展開例(概 要)

本時のねらいと展開の工夫
1連 続技を体験 し、相手の重心を崩 して投げ技をかけることを理解する0
2正 しい礼法、練習方法を理解 し、実践する。
3導 入部分では、生徒に積極的に リーダーシップを とらせる。

時間 学習内容○活動 評価規準と評価方法 配慮事項

導
入

○集合、黙想、点呼
○本時の説明(投 げ技の習得に関 して)
O準 備運動
O筋 力 トレーニング
0受 け身(横 受け身、前回 り受け身>
O寝 技の乱取 り

0本 時の狙 いを理解 しよ うとし
ているか。
○積極的に行っているかにより、
生徒の積極性を評価する。

本時のポイン トを
明示 し生徒に理解
させる。
安全への配慮を徹
底する。

展
開

投げ技の稽古(練 習)
○打ち込み稽古(大 腰、大外刈 り、背
負い投げ)
04人 組の連続投げ込み
小内刈 りの習得
0打 ち込み稽古
0投 げ込み稽古
大内刈 りの習得
○打ち込み稽古
O投 げ込み稽古
連続技の習得
O背 負い投げか ら小内刈 り
O大 内刈 りか ら大外刈 り

○積極的に行っているか。
○安全に配慮 しているか。
0正 しい動作を身につけている
か。
O正 しい作法を身 につけている
か。
0観 察 によって、生徒の技能の向
上を確認す る。

正 しい方法を示範
する。
動きの原理を説明
しな が ら示 範 す
る。
前後の連絡技 、左
右の連絡 をわか り
やす く説明する。

ま
と
め

O自 己評価シー トの記入
O健 康確認

0目 己評価 シー トを記入 してい
るか。
O自 己評価 シー トを利用 し、理解
度 を把握す る。

健康状態の確認。
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単元の授薬計画(F高 等学校)

襲
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囎

輔
1学年男子(柔道選択者)

1・2学 期間 合計20回

繭

学習計画と評価規準概要

時
ねらい 縢 配慮事項

間
学習活動

運動への関心・意欲・態度 運動についての思考・判断 運動の枝能 運動についての知識・理解 評価方法

単
柔道の中心部分である一 武道の特性に関心を持ち、楽 自分の能力に適した技を習得 柔道の特性に応じた技能を身 柔道の特性や、学び方、技術 自己解価シー トを用

元 投げ技を理解し、安全 投げ技の習得 しさや喜び力鯨わえるように するための工夫をしている。 に付け、相手の動きに対応し の系統性 ・構造、合理的な練 いて、生徒の理解度、

の
に配慮をしながら、積 練習方法の理解(打ち込み稽古、 進んで取り組もうとする。 た攻防を展開して練習や試合 習の仕方を理解するととも 授粟への取り組みを

評
価
規

極的に行う。

精力善用、自他共栄と

いう柔道の理念を理解

し、生活に実践してい

投げ込み稽古、約束練習、乱取

り稽古)

試合方法の理解

伝統的な行動に留意し、互い

に相手を尊重し、勝敗などに

公正な態度をとる。また、安

ができる。 に、試合や審判の方法を理解

し、知識を身に付ける。

評価する。

準
く 。

全に留意し、行動する。

02学 期の武道の目的 O利 工万→ヨン ・基本姿勢を身につけている。 柔道の基本理念である 安全に対する配慮を
i
を知る 0基 本練習(受 け身) ・受け身を正しく行える。 精力善用 ・自他共栄 行 う。

時
O投 げ技の特性を知る 0固 め技の練習 を理解する。 基本の動作を理解さ

間
02学 期の授業の展開 せるために、反復して

目
方法を知る

練習を行う。

2
一

5

時

間

目

O投 げること ・投げら

れることに慣れる。

O崩 しを意織 して、投

げ技を行う。

O得 意技を作る。個々

に行いやすい技を練習

し、得意技とする。

0基本練習(受け身)
O固め技の乱取り稽古
O投 げ技の稽古

打ち込み稽古
投げ込み稽古

O連続技の練習

・正しい服装で参加する。
・礼法をきちんと行う。
・投げ技の技能の習得のため

に、積極的に練習を行う。
・練習相手を尊重し、安全に

留意する。

・練習法の意図をくみ取り、

その練習のポイン トをつか

む。
・自分にあう得意技を考える。
・連続技を考え、考案する。
・独自の得意技の発展を試み

ている。

・投げ技の技能の習得

・足技(大 外刈、大内刈、小

内刈、出足払い、支釣込み足)
・腰技(大 腰、払い腰、釣込

D
・手技(体 落とし、背負い投

げ)

連続技を習得している。

正しい服装、礼法を理解する

投げ技を習得するための練習

方法を理解している。

安全への配慮を徽鷹

する。

基本の動作を理解さ

せるために、反彼して

練習を行う。

6

い

8

時

間

O乱 取り稽古を行える

ようになる。

O乱 取り稽古を含む、
一蓮の稽古を連続して

O基本練習
O投 げ技の稽古
約束稽古
乱取り稽古

・相手や周囲の安全に留意 し

ながら、練習を行う。

・相手などの状況に合わせて

動きを考える。
・得意技が出せる状況を作り

出すために、動きを工夫する。

・状況に応じた攻防を行うこ

とができる。

観寮によって生徒の

技能の習熟度を評価

する。

安全への配慮を行う。

目 行 う。

9 O試 合を行う。 O試合 ・積極的に、試合運営に参加 ・投げ技から固め技への移行 試合の際の礼法を理解する。 観察によって、生徒の
晒 O単 元の至1燵度を確認 Oま とめ し、安全に留意する事ができ を行うことができるO 試合の方法、審判の判定を理 理解度を評価する。
10 す る。 る 。

・試合の中で、状況に応じた 解する。 安全への配慮を行う。

時
技を出すことができる。 試合やリーグ戦の運営方法を

問
目

理解する。



8調 査結果 と考察

実証授業 に先立って実施 した事前調査 では、 「運動」 「体育授業」 「種 目」にっいての興味 ・関心の

意識調査、及び過去の授業 に対す る実態調査 を行 った。意識調査 においては、評価の観点別 に 「関

心 ・意欲 ・態度」 「思考 ・判断」 「技能 」 「知識 ・理解」の質問項 目を用意 した。

事後調査 では同様の質問項 目を用いて、生徒の授業 への意識及 び取 り組みの変化について調査 し

た。 また、生徒に よる授業評価 をアンケー ト形 式で実施 した。

以上の結果 に基づ き考察 し、仮説の検証 を行った。

(1)調 査集団の特性 について

① 「運動 ・体育」の好 き嫌い

「運動は好 きですか」に対 し、「大変好 きで ある

(36.3%)」 「好きである(28.4%)」 を合

わせ る と64.7%の 生徒が運動 を好 き と感 じて

い る。

「体育の授業は好きですか」に対 し、「大変好き

であ る(44.2%)」 「好きである く26、5%)」

を合わせ ると70.7%の 生徒が体育の授業 を好

きと感 じてい る。一方で、約1割 の生徒 が運動や

体育の授業 を好 きではないと思 っている。

②授業への取 り組み姿勢

「授業に意欲的に取 り組んでいますか」に対 し、

「大変意欲的 である(21 .2%)」 「意欲 的であ

る(34.8%)」 を合わせ る と56.0%の 生徒

が意欲的に取 り組 んでいる と感 じてい る。一方 「目

標 をもって取 り組 んでいま したか」に対 し、76.

1%の 生徒(1:7.3%、2:24.6%、3:

44.2%)は 毎時間の授業 において特 に目標を

意識せず に授 業に取 り組んでいる。

以上の ことか ら、調査 した生徒集 団全体 として、

「運動 ・体育」に対 して好意的で意欲的である反面、

目標が明確でないまま授業に臨んでいる とい う傾向

があ ると言える。

また、約1割 の生徒 は 「体育 ・運動嫌い」の傾 向

を示す とともに、授業に対 してまった く意欲 を持て

ず 、 目標 を見出せ ないまま授業 に臨んでいる現状が

伺 える。

授 業者 は、生涯 スポーツの基礎 を培 う観点か ら、

こ うした全体的傾向を意識 して授業の改善 ・工夫を

行 うこ とが必要である。

圏 大庚そうである

圏 そう・あ・

口 ふつう

口 畠まりそう・はな・

口 そう。はな、、

國 大賓そうである

国 そうである

口 ふっう

口 あ劃 そ・で脚

口 そうで1‡ない

團 畑 ・禍

團 そう・あ・

口 棚

口 錨 そ・で脚

口 そうで13kN

團 斌 そうである

團 ・・聯

口 …

口 あ駅 ・・脚

口 そう・・な・・
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(2)事 前調査 ・事後調査の結果 の比較 と考察

事前 ・事後調査 の結果 を、統計学的手法(1%水 準の対応 のあ るt検 定)を 用 いて、その差 の有

無 を検討 した結果 、事前調査 に比べ事後調査 において有意 に高い結果が得 られたのは、 「意欲 ・関

心 ・態度 」 「思考 ・判断」に関す る質 問項 目であった。

一方
、事前調査 に比べ事後調 査において、特段の有意差 を認 め られ なかったのは、「技能」 「知識 ・

理解」 に関す る項 目であった。

① 「意欲 ・関心 ・態度」に関する項 目 ② 「思考 ・判断」に関する項目

事前調査 「体育の授業に意欲的に取り組んでいますか」 事前調査 「目標をもって取り組んでいましたか」

事後調査 「授業は意欲的に取り組めましたか」 事後調査 「目標をもって取り組めましたか」

回事前調査=

問7

囮事後調査 二

間4

zsa

200
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50

回事前調査:
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回事後調査:

問5

16151

47 藁

一

　『
39

92

一35
,

遷

7

0i:
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③ 「技能」に関する項目 ④ 「知識 ・理解」に関する項目

事前調査 「技能 ・体力の向上を感 じたことがありますか」 事前調査 「知識が深まったことがあ りますか」

事後調査 「技能の向上を感 じられましたか」 事後調査 「その種 目の知識が深まりましたか」
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以上の ことか ら、次の ような ことが明 らか になった と考 える。

① 「意欲 ・関心 ・態度」に関す る項 目

「意欲 ・関心 ・態度」については、平均値では事前が3.66、 事後調査が4.05、 最頻値で

は4か ら5に 変化 し、有意差が認 め られ る。 このことか ら、今回 の授業で は 「意欲 ・関心 ・態度」

を高 めることができた と推察 され る。また、アンケー トにおい ても 「意欲的に取 り組む ことがで き

た」 「積極的にできた」 「以前 より楽 しくなった」な どの回答があ り、デー タを裏付ける と思 われ る。

② 「思考 ・判 断」に関す る項 目

「思考 ・判断」については、平均値では事前 が2.91、 事後調査が3.68、 最頻値では3か

ら4に 変化 し、有意差が認め られ る。 このことから、今回の授業では 「思考 ・判断」 を高 めること

が できた と推察 され る。 「毎時間の 目標 を決め、作戦 を練 った」 「次への課題 が明確 になった」な ど

の回答か らも、デー タを裏付ける と思われ る。

③ 「技能」に関す る項 目

「技能」 については、平均値 では事前が3 .33、 事後調査が3.67、 最頻値では3か ら4に

変化 した。 「体力」についても同様 の結果であ り、若干の有意差は認 め られ るものの、実施 した種 目
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によ り大 きな差があるため、全体 として生徒が 自らの技能や体力が授業によって向上 した と実感 し

たかを意識調査か ら判断す ることは難 しい と思われ る。

④ 「知識 ・理解」に関す る項 目

「知識 ・理解」については、平均値で は事前が3.47、 事後調査が3.55、 最頻値では3の

ままで変化はなく、有意差 は認 められ ない。 このことか ら、今回の授業に より 「知識 ・理解」 を高

め ることを実感 させ ることができた とは言 えない。 しか し種 目によ り、一部 の生徒か らは 「審判法

がわかった」 「認識や知識が変わった」な どの声 もあった。

(3)生 徒による授業評価(ア ンケー ト形式)の 結果 と考察

問11授 業の趣旨理解

問12④ 種目への理解

問12① 積極的 ・意欲的

問13授 業のやりがい
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問14次 回以降への期待

問12③ 技能の向上

生徒によるアンケー ト形式 の授 業評価では、今 回の授業 の方法に対 して、いずれの項 目において

も否定的な 「1・2」 に回答す る生徒が極端 に少ない とい う傾向を示 した。

今 回の ような授 業の方法を次回 も期待す る声が多 く上がってい ることか ら、生徒 に とって授業の

ね らいが明確である ことは、 目標 を具体的に立てる ことができ、 よ り意欲的に取 り組む要因 となる

と言 える。特に、 「授業のや りがい」の項 目では、他の項 目と比較 して も、最 も 「や りがい」を感 じ

た と評価する割合が多 いことか ら、授業方法の有効性 を示 しているので ないか と思われ る。

(4)主 な生徒の記述から
・授業のポイ ン トがわか り、意欲的 に取 り組むこ とができた。
・積極的にできた。考えて取 り組 めた。
・好 きになった。楽 しかったa前 の授業よ り面 白かったので よかった。
・体力がついた

。
・今回の授業の進 め方はよか った。
・次回の授業へ向けての課題を もつ ことがで きた。

・説明時間 ・自己評価表の記入時間により、活動時間が減 って しま う。
・個人 シー トに書 くのが大変だった。記述は面倒 くさい。
・もっと技を覚えたい。
・今度 の授業もこの くらい楽 しくや って欲 しい。
・疲れ た

。 つ らかった。

生徒の 自由な記述欄 は、学校や種 目によ り内容は大幅に異 なった。共通 してい るのは、 「何を、ど

のよ うに、それが ど うなるのか」 とい うことを明確 に理解 した上で授業を受 けた ことを肯定的に受

け止めている生徒が多かった、 とい うこ とである。
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一方、生徒の内面的な意欲や関心を把握するためには、どうしても授業シー トや自己評価などに

おける記述に注目していく必要があるが、体育授業の特性上、記述する時間の確保や記述方法等に

課題が残ったと言える。

皿 研究成果と今後の課題

1教 師による授業分析

学校名 実証授業実施上の工夫点 授業者の授業分析
・「思 考 ・判 断 」 を強 調 す るた め 、技 の選 択 ・ ・2年 間の長いスパンでの学習であるので、成果の捉え方が難 し

A高 等学校

(剣道)

工夫を促 した。

・毎時間 「本日のテーマ」を再確認した。

かった。

・試合の実施時期と重なったため、「関心 ・意欲」の向上が授業方

法とどう関連するのか判断に迷 うところであった。

・単元計画を徹底するために、柔道場壁面に各 ・生徒のやる気を引き出す言葉かけや達成目標を具体的に示 した

B高 等学校 授業のポイントを提示 した。 ことは効果的であり、繰 り返し示範を行い生徒とともに活動して

定時制 ・やる気を引き出す言葉をかけた。 意欲を継続させていった。

(柔道〕 ・授業毎にワンポイン トアドバイスをした。 ・やったことがどのように評価されるのかをはっきりさせておく

ことは生徒の変容を導き出せる。

・評価規準をプリン トに印刷 して配布 して周知 ・生徒は次に何をするのかが理解できており、授業の切り替えが

C高 等 学 校

(ノ{スケットポール}

を図 った。

・グル ー プ学 習 を し、 「思 考 ・判 断 」 を 促 す た

め の ミー テ ィ ン グを もち 、メイ ンテー マ と して

スムーズに行えた。また、考える機会を多く持たせることで、自

分たちで工夫するようになった。

・ゲームの質が向上したが、集団の評価 と個人の評価のバランス

「シュー ト」を設定 してこだわりをもたせた。 が難 しい。

・生徒の興味を引き出すため 「インディアカJ ・生徒にはポイン トがよく理解できていた。

D高 等学校 を導入で採用 した。 ・単元計画の修正や、PDSサ イ クルによる授業改善は必要である。

(バレーボール}
・毎時間、授業のキーワー ドと評価規準をプリ ・比較対照した授業より、意欲的に参加していたと思う0

ン トしたものを示した。

・目標タイムとして 「歴代記録」「本年度最高 ・経験の違いから、いわゆる 「食わず嫌い」が多いが、評価の観

E高 等学校

薩上:長距離走}

記録」などを提示し、上位生徒の意欲高揚の工

夫をした。
・2人組でタイムを教えながら走ったことでぺ

点を示すことで長距離走への意欲や関心が高まった。しかし、中

堅生徒の目標設定は難 しい。
・長距離走に対して消極的な生徒が多いが、今後とも評価規準の

一ス配分がわかり
、恐怖心がなくなった。 工夫が必要であろう。

・単元計画を徹底するために、柔道場壁面に各 ・生徒のモティベーションを維持するのに効果的であった。

F高 等学校

(柔道)

授業のポイントを提示 した。
・自己評価表は、次回授業ヘフィー ドバックす

るために良い材料であった。

・生徒の授業評価は授業改善につながる。
・技能の反復練習時に、考えることを重視したことで、工夫しよ

うとする態度が育った。

・「考える」「工夫する」練習を蜜視した。

2研 究の成果

該当種目の単元計画を設定する際、評価規準を明確にし、これを示すことが生徒の学習意欲と課

題解決能力の向上につながるのではないかとの仮説を立て、研究を進めてきた。

その結果、次のようなことが明らかになった。

(1)評 価規準を明示することは、「関心 ・意欲 ・態度」「思考 ・判断」面の向上を促 した。

(2)「 技能」面については、生徒の自己評価からは明らかにできなかったが、授業者の授業分析か らや

数値的に明らかにできる 「陸上」等の種目においては向上 したと認められる。

(3)「 知識 ・理解」面についても評価規準を示 したが、効果を示す結果は表れなかった。

以上の結果から、仮説に対して次のような結論が導き出せると考える。

(1)評 価規準を明示することは、生徒の学習意欲の向上に効果的であった。

(2)評 価規準を明示することは、「思考 ・判断」面を向上させることができる。しか し、それが課題解

決能力の向上に結びつくのかは今回の研究では判断できない。

授業のねらいやポイントを示すことはいずれの学校 ・授業においても日常的に行われ効果を上げ
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てきた。 しか し 「評価規準 を明示す る」とい う授業、す なわち、「おおむね満足できる」規準を観点

別に具体的に示す とい う授業 は、教師 にとって も生徒に とって も新 しい試みであった。

その結果、生徒の 「関心 ・意欲 ・態度」の側面の向上 をもた らし、生徒はよ り一層意欲 的に工夫

しなが ら授業に取 り組 めるよ うになった と評価できる。 また 「思考 ・判断」面においては、学習 の

ね らいを理解 して、課題 ・目標に向けて工夫 して取 り組む生徒が増 えた。 あ らか じめ単元計画及び

評価規準が明示 されたことで、 目標 が明確にな り、見通 しを持 って授業に臨めたことが大きな要 因

である と考 え られ る。 こ うしたことは課題解決 にっながる と予想 され る。

課程、種 目、学年、男女等諸条件 が異 なるなか、各学校の評価規準の作成 ・提示による授業は、

生徒たちの学習意欲 と ら思考 ・判 断」 の向上をもた らした。 これ らの成果は、ひいては 「課題解 決

能力」すなわち 自分で課題 を見っけ、 自ら学び、考え、 よりよく問題 を解決す る資質や能力 をは ぐ

くむ ことにつながっていくと考 える。

3今 後の課題

研 究を進 めた結果、今回の調査等では分析 できなかった部分や課題 は以下の とお りである。

① 客観的評価 が難 しい 「関心 ・意欲 ・態度」 「思考 ・判断」の評価 については、観察、学習カー ド、

レポー ト、 自己評価 な ど、その場面にお ける学習状況を的確に評価す る方法 をさらに工夫す るこ

とが求め られ る。

② 自己評価の内容 ・方法については、生徒の実態や種 目に応 じて質 問項 目の工夫をす る必要 があ

る。例 えば 「技能」の観点では、 「技能 の向上が感 じられたか」 とするよ りも 「～ができるよ うに

なったか」等、具体的な質問に した方 が、生徒が より適切 な自己評価 を行えると言える。

③ 適切 な評価の実施を 目指 して、多様 な観点か ら多 くの情報 を得て評価 を行 うことは重要な こと

で ある。一方、教師の評価集計作業量 とのバランスを考慮 して、評価方法 ・内容を工夫 してい く

必要 もある。

④ 体育における 「課題解決能力」については、 「思考 ・判断」や 「技能」の向上 との関連で幅広 く

捉 えなければならず、調査方法の工夫 ・改善が必要である。

4ま とめ

授業 のね らいを明確 にす る とい うこ とは、授業 の基本である。今 回、「学習意欲」と 「課題解決能

力 」の向上を 目指 して、授業のね らいを示す ことか ら一歩踏み込んで観点別の 「評価規準」を明示

して授業 を進 めることを研究の柱 とした。

その結果、体育授業においては、事前 に評価規準 を示す ことは 「関心 ・意欲 ・態度」 と 「思考 ・

判断」面の向上に貢献できるとい う研 究結果 となった。一方、運動(体 育)嫌 いの生徒の変容を も

た らす ことができなか ったことか ら考 えて、今後 とも授業方法や評価方法の改善も含 め、新たなア

プ ローチを考えてい く必要があろ う。

いずれに しても、教師 としての最大の願 いは、全ての生徒に運動やスポー ツの楽 しさと価値 を味

わってほ しいとい うことである。そのた めには、多 くの生徒の参加意欲を向上 させ充実 した授業 を

追及 していきたい と考える。工夫 ・改善すべき事項 は多いが、教師の願いの実現 と生涯 スポーツの

基礎づ く りのために今 後 とも授業改善に努めていきた い と考えてい る。
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